
新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【専修大学北上高等学校】
普通科

ディープラーニングコース
アクティブラーニングコース

活動概要

管理機関名：学校法人北上学園
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本補助事業の目的

本校の新しい普通科のキーワードは「未来を創る力」です。

これからの未来、気候変動、地域の人口減少、グローバル化、新しい産業技術によ
る働き方・暮らし方の変化、国際情勢の不安、様々なウィルス等の公衆衛生的不安な
ど、多くの未知が生まれてくることが予想されます。

この大きく変化する社会の中で、これまでの経験・得た知識、そしてこれから学びた
いことをつなぎあわせ、未知に対して向き合い、納得解をつくることのできる力を
「未来を創る力」と定義します。

本校では、新時代に対応した高等学校改革推進事業において、この「未来を創る
力」を育む基盤を構築することを目的として、地域の様々なステークホルダーの皆
さま、そして専門的な研究機関の皆さまと協働で構築していきます。

＜取り組み内容＞

取り組み①：高校職員研修における対話の場・学びの場づくり

取り組み②：ＤＬコースおよびＡＬコース各専攻におけるカリキュラム開発

取り組み③：ＤＸによる学びの深化と負担軽減（本校独自事業）
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ダイバーシティ
ラーニング

多様な視点・それぞれの
ちがいを大切にした学び

専北の「学び」 ３つの柱 ～未来を創る力へ～

アクティブ
ラーニング

学ぶことそのものを楽しみ
豊かな出会いの中で

前向きにチャレンジする学び

ディープ
ラーニング

自らが課題の本質を見出し、
解決に向けた具体的な行動に

つながる学び



普通科

商業科

自動車科

2021年度
入学まで

普通科

2022年度入学生から

ディープ
ラーニング
コース
（DL)

アクティブ
ラーニング
コース
（AL)

グローカルビジネス科

自動車科

１年生 ２年生 ３年生

学問探究専攻

PBL専攻

福祉・保育・
幼児教育専攻

情報ビジネス専攻

スポーツ専攻

どの科・コースからも
選択できる

「自分らしい進路」の
実現

高校での
学びを活かした
大学進学

専修大学
石巻専修大学
附属高推薦
での進学

北上福祉
教育専門学校
へ進学・

専門職の道へ

高校で得た
知識をさらに
深めるために
専門学校へ

高校で培った
知識・技術を
もとに即戦力の
エンジニアへ

実践的な学び
と経験をもとに
ビジネスの道へ

専北学びの改革

「自分らしい進路の実現」に向け、科名・コース・専攻 が変わります



取り組み①：高校職員研修における対話の場・学びの場づくり

研修①「主体的な学び」を考える

研修②「主体的な学びと部活動改革」

研修③「授業改善の実践状況・次に向
けた視点とは」

研修④「生徒の主体的な学びに向けた
業務改善」

研修⑤「主体的な学びと部活の関係を
考える」

研修⑥「学校改革に向き合うとは」

研修⑦「授業評価を考える」

研修⑧「学校改革と伝える技術・プレ
ゼンテーション」

研修⑨「デジタルツールを活用した業
務改善」

研修⑩「シラバスを活用した主体的な
学びの推進」

研修⑪「主体的な学びとデジタルツー
ルの活用」
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校長による改革宣言
（みんなで改革を進めていくという方向性の共有）

↓

改革の軸となる理念の共有
「アドミッション・ポリシー」 「ディプロマ・ポリシー」

「カリキュラム・ポリシー」
↓

理念実現に向けたアクションプラン策定

↓
普通科コース改革

↓
新課程に基づく
カリキュラム構築

↓
ルーブリックの考え方を
活かした８つの力の定義

↓
各教科・科目における
評価体系の検討

↓
各教科・活動での実践

校訓
⇕

建学の精神
⇕

ディプロマ・ポリシー
⇕

８つの力
⇕

教科ごとの身に付ける力・姿勢
⇕

学年ごと・科目ごとに身に付ける力・姿勢
⇕

観点別による積み上げ型の評価
⇕

ひとりひとり・都度のセルフチェック

取り組み①：「なぜ学ぶか」「どう学ぶか」の共有



・ＤＬコースＰＢＬ専攻は、２１世紀教育機構の石川一郎さんをメンターに、自らの学
びを掘り下げ、それをもとに地域や世界の課題の解決につなげていく具体的なカリキュ
ラムを構築しました。

・ＤＬコース学問探究専攻は、(株)ベネッセコーポレーション東北支社長の張乙清さん
をメンターに、学際的視点に基づき、各教科の学びと社会をつなげられるカリキュラム
の構築に向けた新しい評価体制の構築を行いました。

・ＡＬコース福祉・保育・幼児教育専攻では、本校ソーシャルワーカーで地域福祉の現
場での活動も多い一般社団法人かんな社会事業事務所所長の高橋岳志さんにメンターを
お願いし、地域福祉の実践者を講師に地域に根差した実践的なカリキュラムの構築を行
いました。

・ＡＬコース情報ビジネスコースでは、石巻専修大学経営学部教授の李東勲さんをメン
ターに、本校グローカルビジネス科教員が担当しながら、地域社会での課題に対応でき
る実践的なカリキュラムの構築を行いました。

・ＡＬコーススポーツ専攻では、専修大学法学部教授の吉田清司さんをメンターとして、
専修大学スポーツ研究所と連携し、スポーツ理論の基礎を学ぶとともに、総合型地域ス
ポーツクラブＳＶきたかみと連携し、その知識を地域での実践につなげるカリキュラム
の構築を行いました。

・これら５つの専攻での学びを共有し、つなげる時間としての、総合的な探究の時間
「ＳＥＮＴＡＮ」を年間を通して進めることで、グローカルビジネス科、自動車科を含
め、多様な知とふれ、その中で自分の学びを深める体制の構築を行いました。 7

取り組み②：ＤＬコースおよびＡＬコース各専攻におけるカリキュラム開発



２年生 ３年生

以下の科目を必修として設置します（※ＰＢＬとの比較）
・文学国語 １単位
・数学Ｂ ２単位
・英語実践 １単位

文理選択により、それぞれの希望する進路に対応した学びの実践を行
います。※以下選択例
文系（文学国語２単位・理科探究２単位）or 理系（化学４単位）
文系（政治経済２単位・地歴探究２単位）or 理系（物理４単位）
文系（数学演習３単位） or 理系（数学Ⅲ３単位）

普通科ＤLコース 学問探究専攻
○この専攻の学びの特徴

・「学向力」を高めるために、「目標設定⇒計画⇒実行⇒振返り・修
正」のサイクルを確立します。

・「学力養成」に向けた、学力診断と日々の学びをつなげ、上級学校
への推薦等、それぞれの進路に対応した力が身につく仕組みを構築
します。

・長期休業中には、専北塾アカデミー開講を開講し、集中的な学びの
機会をつくります。

・「視野拡大＆思考力・表現力の育成」に向けて、レクチャー（イン
プット）ー思考ー意見交換（アウトプット）のサイクルをそれぞれ
の教科で実践します。

○より実践的な学び・より深い学びにするための取り組み

・３レベル（基礎・標準・発展）ごとのＴＯＤＯ ＣＡＮＤＯを明記した学期シラバスに基づく学習を進めます。

（７教科 国・数・英・地・公・理）

・石巻専修大学と連携するなどして、発展・横断型授業の実施します。

（各学期ごと単位数分の時間 例4単位 １学期4時間）

・各教科とも学期ごと小論文1本を必修とし、評価対象とします。

（各教科での学びを体系化し、言語化する力を高めていきます。

・共通テスト受験を基本必修とし、3年学年末考査を共通テストに置き換えます。

○教科・科目概要

基礎学力養成

学科・コースの
学びの充実

SENTAN・専北塾
もとに自分だけ
の物語を紡ぐ

キャリア形成
個を活かす進路

開拓
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普通科ＤLコース ＰＢＬ専攻
○この専攻の学びの特徴

・専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながらも、 深い人間理解と倫
理観を持ち、地球的視野から独創的な発想により主体的に社会の諸課題の解決に取り
組んでいける能力である「社会知性」（Socio -Intelligence）を高めることを目的
としています。

・ＰＢＬとは「Project Based Learning」の略で、課題解決型学習と訳されることもあ
ります。学習者自らが課題を見つけ、様々な先行研究での結果、調査、実験、地域・
社会での実践等を組み合わせながら答えを構築していく学び方です。

・この学びを通して、ルーブリックに基づき、具体的に「課題発見力」「課題解決力」
「知的忍耐力」「人間性」「国際性」の５項目の力を伸ばしていきます。

○より実践的な学び・より深い学びにするための取り組み

・ＰＢＬ専攻の名前のとおり、ただ教室の中で学ぶだけではなく、フィールドワークや地域・社会でのさまざまな実践、大学などの研
究機関との連携をもとに、自分の探究テーマを深めることが世界の未来にどのような意味を持つものであるかを考えていきます。

・専修大学SDGsプロジェクトや外部の探究アワードなど、高校の枠を超えたプログラムにも参加し、より多様な学びとつながる機会を
つくっていきます。

○教科・科目概要

２年生 ３年生

Ｓｏｃｉｏ ＩＡ
（3単位）

ラーニングスキル、情報リテラシー、課題設定、フィー
ルドワーク設計等のＰＢＬの基本的なプロセスを実践の
中で学び、自分の探究テーマの輪郭を明確化するととも
に、自分らしい学びを実践します。

Ｓｏｃｉｏ Ⅱ
（3単位）

卒業研究を進めていくことにより、個人の探
究テーマを掘り下げてながら、仮説を設定し、
地域・社会をつながり、納得解を構築し、そ
の解の共有を行うまでの一連のプロジェクト
を完結させます。Ｓｏｃｉｏ ＩＢ

（１単位）
グループ単位での専修大学SDGsプログラムへの参加によ
り、年間を通しての課題解決型学習の実践します。

※この他、全校共通の総合的な探究の時間として「ＳＥＮＴＡＮ」を各１単位
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２年生 ３年生

社会福祉基礎
（２単位）

社会福祉に関する基礎的な知識を学びます
・社会福祉について考えよう
・人間の尊厳と新たな社会福祉の創造
・高齢者福祉・障害者福祉 等

コミュニケー
ション技術
（２単位）

社会における福祉の広がりを理解し、信頼関係を構
築するためのコミュニケーション技術を学びます
・支援における人間関係の形成
・チームワークとリーダーシップ
・新時代に向けた社会福祉 等

福祉・保育・
幼児教育基礎
（２単位）

主に子どもの特徴および周囲の環境についての理
解を深めます
・子どもの発達の特性
・子どもの生活・衣服・住環境
・子どもの健康管理 等

福祉・保育・
幼児教育発展
（４単位）

保育・幼児教育・子どもの福祉に必要な知識を、実
際に子ども達との交流等の現場での学びとつなげ、
体系的に理解します
・保育の意義・保育環境
・子どもの福祉
・子育て支援 等

普通科ＡＬコース 福祉・保育・幼児教育専攻

○この専攻の学びの特徴

・福祉・保育・幼児教育コースでは、高齢者・幼児・障害者について理解を深め、専門的な知識や技術を習得するとともに、福祉や幼児
教育の分野の大切さについて考えます。

・ノーマライゼーションについて学び、障がいの有無や世代の違いで人を判断することなく、全ての人が幸せになる世の中を目指します。

・全ての人が幸せになるために、何が課題でどうすれば良いか、施設の見学やインタビュー、体験などの実体験を通して考えます。

○教科・科目概要

○より実践的な学び・より深い学びにするための取り組み

・この専攻では、座学ばかりではなく、専修大学北上福祉教育専門学校、認定こども園専修大学北上幼稚園、市内の福祉・高齢者施設
と連携しながら、より実践的な学びを行います。

・特に保育・幼児教育においては、子ども達との食育交流、絵本づくり、幼児用お弁当作りなどを通して、実際に子ども達、そして保
育・幼児教育に携わる皆さんとの交流を行うことで、保育・子育て全般の体系的な知識と社会をつなげます。

・認知症サポーター養成講座、手話講座など、さまざまなちがいを理解し、それぞれのちがいを尊重していける社会の構築に向けた実
体験を積み重ねていくことで、地域福祉を包括的に考える視点を身に着けます。
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２年生 ３年生

ビジネス基礎
（２単位）

経済そして企業活動を身近な事例から理解
するとともに、価値を創出し、交換すると
いうビジネスの基礎を実践的に学びます。
・ビジネスとは
・経済と流通
・企業活動
・ビジネス基礎を踏まえた探究的活動

マーケティ
ング
（２単位）

価値の交換プロセスを体系的に学ぶとともに、その学びを実
際の企業活動の課題解決につなげます
・市場とマーケティング
・プロモーション戦略
・地域企業と連携した実践活動

グローバル
経済
（２単位）

世界市場と地域企業と関係性を理解し、企業活動のさらなる
成長に向けた戦略構築を実際の企業をモデルに構築します。
・経済のグローバル化と日本
・企業のグローバル化の動向と課題
・地域企業のグローバル化に向けた探究活動

情報処理
（２単位）

情報Ⅰをさらにビジネスの実践につなげる
学びを行います
・企業活動と情報処理
・コンピューターと情報通信技術
・WEBページの作成
・情報の収集・分析

情報処理
（２単位）

情報というツールを通して、企業活動の課題解決につなげら
れる学びを行います
・コミュニケーションと情報デザイン
・ビジネスと統計
・課題解決に向けた情報技術の活用

普通科ＡＬコース 情報ビジネス専攻

○この専攻の学びの特徴

・この専攻では、「ビジネス」という視点で地域・世界がどのような仕組みで構成されているかを理解し、知識と実社会をつなげる学び
を実践していきます。

・２年生では、実社会でこれまで学んできたこと、経験したことがビジネスの世界でどのように活用できるのかを学びます。そして、実
社会で活躍するための情報処理技術を高め、自分のキャリアイメージを構築していきます。

・３年生では、マーケティング、グローバル経済など、お金と商品といった「価値交換」がどのように行われ、それが世界とどうつな
がっているかといった、多様な産業において活用できる知識を学びます。

○教科・科目概要

○より実践的な学び・より深い学びにするための取り組み

・この専攻では、２年生・３年生を通して、身近な地域企業の課題を解決するという目標のもと、そのために必要な知識を学びます。

・学んだ知識は、実際に企業の皆さんへの提案や課題解決の実践につないでいくことにより、「情報」「ビジネスの知識」が地域や
世界でどのようにつながるかを体系的に理解します。 11



２年生 ３年生

スポーツ概論
（２単位）

日々進歩しているスポーツに関する幅広い知識を
理解できるよう、その核となる理論を学びます
・スポーツの文化的特性とスポーツの発展
・豊かなスポーツライフの設計の方法
・スポーツの多様な指導法と健康・安全

スポーツ科学
特論
（２単位）

客観的根拠に基づくコーチング、求められるコーチ、
指導者としての資質・能力を高めるための理論を学
びます
・コーチングスキル ・スポーツ指導法
・健康スポーツ ・子どもとスポーツ
・スポーツとまちづくり

トレーニング
論
（２単位）

試合でのベストパフォーマンスに導くコンディ
ショニング法を身に着けます
・スポーツテストの目的・結果分析
・目的に応じたトレーニングの実践
・トレーニングメニューの作成
・メンタルトレーニング講習

スポーツ総合
演習
（４単位）

実際のスポーツ現場で必要な知識を学び、それをさ
まざまな実践活動につなげます。
・多様な目的に応じた指導法
・さまざまなスポーツ教室の企画・運営
・スポーツツーリズム

普通科ＡＬコース スポーツ専攻

○この専攻の学びの特徴

・スポーツと地域社会のつながりを理解することによって、自分らしいスポーツとの向き合い方を考えます。特にアスリートとしての関
わりの他、「スポーツを支える」視点、そして「スポーツを行う場をつくる」という経験をもとに、より幅広い視点でスポーツを理解
することで、自分を含め、より多くの人のより豊かなスポーツライフにつながる学びを実践します。

・スポーツにおいてよりよいプレーを行うためには、競技特性に応じたトレーニングが必要不可欠です。筋・骨格の構造、エネルギー供
給等のメカニズムを学ぶとともに、競技特性に応じたトレーニングの基本を学び、それぞれのパフォーマンスの向上につなげます。

○教科・科目概要

○より実践的な学び・より深い学びにするための取り組み

・この専攻では、専修大学スポーツ研究所、アスレチックトレーナー、理学療法士、、柔道整復師、管理栄養士など、スポーツの現場
で活躍する外部講師と連携し、より現場に近い視点で最新のスポーツ理論を学びます。

・認定こども園北上幼稚園や総合型地域スポーツクラブＳＶきたかみ、そしてスキー場等とも連携しながら、地域でのさまざまスポー
ツ教室やスポーツイベントの企画など、スポーツの場をつくることを実践します。

・トレーニング論を含め、スポーツを体系的に学び、様々なスポーツへのアプローチを理解し、さらにそれを実際の自分のトレーニン
グ、そしてアスリートとしてのパフォーマンスと関連付けることでより深い学びにつながります。
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学びの改革に向けては、デジタル技術の活用による
個別最適化に向けた取り組み、そして教員の負担軽
減が必要不可欠であると考えます。

本校では、独自事業として「専北DX（デジタルトラ
ンスフォーメーション）」の取り組みを立ち上げ、
以下の取り組みを行いました。

・現在の教職員の業務課題の洗い出し

・上記に基づく、本校としての目指すべきかたちの
整理

・目指すべきかたちの実現に向けたシステムの選定

・そのシステムがより効果的に活用されるための環
境整備

この検討をもとに、これまで出席管理・成績管理・
生徒連絡・保護者連絡・入試管理等がバラバラで運
用されていたものを１つのシステムで統合したほか、
紙ベースであった朝学習課題のデジタル化、授業支
援システムの採用など、業務改善と１人１台端末に
対応した新しい仕組みの構築につなげました。

次年度より本格導入となり、今後、評価・改善を繰
り返しながら、本校の学びの改革に対応したデジタ
ルの活用を進めていきます。
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「SENTAN-専探-」 課内・課外連携型社会に開く探究プログラム

各教科・科目での専門的・探究的な学び

国
語
科

地
歴
公
民
科

数
学
科

理
科

保
健
体
育
科

芸
術
科

英
語
科

家
庭
科

情
報
科

商
業
科

自
動
車
科

「専北塾」探究プログラム総合的な探究の時間での
社会に開いた「探究スパイラル」

知識・経験

地域や
社会の事象

×

仮説の
設定

文献や調査
による仮説深化

地域・世界で
仮説検証
・やってみる

・フィールドワーク
・実験

新たな
発見・気づき

共有
プレゼンテーション

自分が
学びたいこと

×

必修で得られる探究的な視点
さまざまな「知」をつなげる視点

新しく生まれる
専門的な「問い」

「問い」に対して向き合う
学びを社会につなげる
⇒興味をとことん掘り下げる

「仮説」
「問い」
「知的
欲求」

北上市 専修大学
福祉教育
専門学校

市内
事業所

専門性を
持つ教員

＜専門性を高めるプログラム（例）＞
・起業塾・ビジネス講座
・トレーナー養成プログラム
・介護職員初任者研修
・アカウンティング講座
・３DCAD講座
・インターナショナルゼミ
・企業からの寄付講座
・教科専門性を磨くアカデミックゼミ

石巻専修
大学

NPO

＜社会に開くプログラム（例） ＞
・中期インターンシップ
・地域と連携した探究ワークショップ
・大学・研究機関での共同研究
・総合型地域スポーツクラブとの連携

課内・課外での
社会に開いた
探究連携

課内 課外



SENTANは
自己満足の答えではなく、

「他者も納得する

答えを創る」時間

⇒これが未来を創ること



答えをどうやって創るか
⇒答えを創る材料は
・自分の知識・経験
・さまざまな情報

これを自分の創造で組み
合わせることで答えになる





評価体系構築：専修大学北上高校２０２２年度「８つの力ルーブリック」によるアセスメント

ディプロマポリシーの明確化とカリキュラム改革に基づき、卒業までに身に付けるべき力・姿勢の明確化と教員・生徒による双方向での評価の仕組みが
必要となります。
この８つの力はそれぞれの教科や活動を統合する役割ももっており、教員・生徒がそれぞれの教科・科目をなぜ学ぶかを共有することであり、校内にお
ける「大切な価値」の共有、それに基づく授業・活動の実践につなげます。
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専修大学北上高校２０２２年度「８つの力ルーブリック」全体の推移

n % n % n % n % n %

７月 42 20.0% 87 41.4% 45 21.4% 29 13.8% 7 3.3%

２月 46 21.9% 76 36.2% 61 29.0% 23 11.0% 4 1.9%

７月 42 19.8% 89 42.0% 60 28.3% 17 8.0% 4 1.9%

２月 62 29.2% 83 39.2% 50 23.6% 15 7.1% 2 0.9%

７月 49 23.3% 81 38.6% 57 27.1% 18 8.6% 5 2.4%

２月 42 20.0% 68 32.4% 72 34.3% 24 11.4% 4 1.9%

７月 48 22.6% 84 39.6% 60 28.3% 15 7.1% 5 2.4%

２月 59 27.8% 81 38.2% 54 25.5% 12 5.7% 6 2.8%

７月 56 26.7% 86 41.0% 55 26.2% 10 4.8% 3 1.4%

２月 65 31.0% 90 42.9% 44 21.0% 9 4.3% 2 1.0%

７月 62 29.2% 83 39.2% 56 26.4% 9 4.2% 2 0.9%

２月 80 37.7% 93 43.9% 33 15.6% 5 2.4% 1 0.5%

７月 64 30.5% 71 33.8% 48 22.9% 21 10.0% 6 2.9%

２月 54 25.7% 81 38.6% 51 24.3% 16 7.6% 8 3.8%

７月 61 28.8% 80 37.7% 59 27.8% 9 4.2% 3 1.4%

２月 76 35.8% 89 42.0% 38 17.9% 5 2.4% 4 1.9%

７月 46 21.9% 81 38.6% 54 25.7% 21 10.0% 8 3.8%

２月 44 21.0% 77 36.7% 65 31.0% 17 8.1% 7 3.3%

７月 46 21.7% 86 40.6% 64 30.2% 12 5.7% 4 1.9%

２月 53 25.0% 78 36.8% 64 30.2% 12 5.7% 5 2.4%

７月 43 20.5% 93 44.3% 47 22.4% 21 10.0% 6 2.9%

２月 38 18.1% 84 40.0% 55 26.2% 27 12.9% 6 2.9%

７月 42 19.8% 82 38.7% 68 32.1% 15 7.1% 5 2.4%

２月 57 26.9% 98 46.2% 41 19.3% 12 5.7% 4 1.9%

７月 55 26.2% 73 34.8% 56 26.7% 19 9.0% 7 3.3%

２月 44 21.0% 82 39.0% 59 28.1% 19 9.0% 6 2.9%

７月 45 21.2% 84 39.6% 62 29.2% 16 7.5% 5 2.4%

２月 55 25.9% 87 41.0% 50 23.6% 17 8.0% 3 1.4%

７月 45 21.4% 80 38.1% 59 28.1% 17 8.1% 9 4.3%

２月 44 21.0% 71 33.8% 66 31.4% 20 9.5% 9 4.3%

７月 43 20.3% 82 38.7% 70 33.0% 12 5.7% 5 2.4%

２月 63 29.7% 78 36.8% 52 24.5% 13 6.1% 6 2.8%

当事者性

知識理解

学年８つの力

２年生

２年生

２年生

自律

チャレンジ

寛容

コミュニケー
ション

思考力

想像力

１年生

１年生

２年生

２年生

２年生

２年生

２年生

１年生

１年生

１年生

１年生

１年生

１年生

AA A B C D
実施月

２０２２年７月と２０２３年２月に実施した８つのルーブリックに基づくアセスメントの推移を示したのが以下のグラフです。
寛容性やコミュニケーション、想像力等が伸びた一方、チャレンジや思考力は全体的な向上は認められませんでした。
この結果はあくまで全体データであり、各生徒の個票を作成し、個別フィードバックすることで、それぞれの次の学びにつなげます。
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＜参考：日本財団２０１９年１８歳調査から抜粋＞

資料② 日本財団１８歳意識調査項目 ※「はい」の割合
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ダイバーシティ
ラーニング

多様な視点・それぞれの
ちがいを大切にした学び

専北の「学び」 ３つの柱 ～未来を創る力へ～

アクティブ
ラーニング

学ぶことそのものを楽しみ
豊かな出会いの中で

前向きにチャレンジする学び

ディープ
ラーニング

自らが課題の本質を見出し、
解決に向けた具体的な行動に

つながる学び






